
「入ってよかった」「続けてよかった」「企業も地域もよくなった！」

～
互
い
に
支
え
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
、
援
け
あ
う
～

私
た
ち
は
地
域
に
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
同
友
会
で
あ
り
続
け
ま
す

10
2022
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静岡県中小企業家同友会 会員の皆様 

-------------------------- 

復旧・復興ニュース 第 1号 

-------------------------- 

互いに支えあい、励ましあい、援けあう 
 

■代表理事談話を発表 すべての会員の皆様へ 
・9/23(金)から 24(土)にかけて県内各地を襲った台風 15号の影響が今もなお続いています。県内の広い地域

で被害が及び、その復旧に昼夜対応している会員も多くおられます。被災に遭われた皆様には心よりお見舞い

申し上げます。すべての会員は、地域、企業規模、入会歴に関わらず、同じ中小企業家の仲間です。互いに支

えあい、励ましあい、援けあう温かな気持ちで繋がっています。それが中小企業家同友会の本質とも言えます。

まずは自社の存続に共に奮闘し、この難局を必ず乗り越えましょう。随時情報収集に努め、県理事会、各支部

と連携して会員の皆様と併走していきます。 

 

■清水地域会員にむけて 支援の輪スタート 
・今日 9/27(火)の朝に全会員に「支援物資の募集」連絡を入れたところ、正午前からぞくぞくと県内各支部、

会員から物資が届き始めました。拠点場所を提供いただいた森下昌治さん（静岡支部）ありがとうございます。

9/28(水)と 29(木)の両日 10：00～16：00の間に、物資の搬入＆配給を行います。 

 物資拠点：㈱森下商店(静岡支部会員) 静岡市葵区瀬名川 3-27-10 ※駐車場あり搬入可 

・「互いに支えあい、励ましあい、援けあう」 皆で乗り越えましょう！ 

支援物資と温かな気持ちがたくさん届いています！上記の時間帯に、会員皆様は受け取りにお越しください。 

 

 

 

ご支援ありがとうございます。紹介できなかった皆様すみません。 

9/28(水)と 29(木)もたくさんの支援物資が順次、到着予定です！ 
 

■県内地域で被害を受けた企業の皆様へ 
・何か必要なもの、支援できることはありませんか？ 同友会事務局までご連絡ください。 

 同友会のネットワーク、支部とも連携して少しでもお役に立てるよう努めていきます。 

 まずはご連絡ください。TEL：054-253-6130 FAX：054-255-7620 メール：doyu@szdoyu.gr.jp 

 

作成：静岡県中小企業家同友会 事務局長 秋山 

【代表理事談話】 
2022 年 9 月 27 日(火)発信 

 

互いに支えあい、励ましあい、援けあう 
 

9/23(金)から 24(土)にかけて県内各地を襲った台風 15 号の影響が今もなお

続いています。県内の広い地域で被害が及び、その復旧に昼夜対応している会員

も多くおられます。被災に遭われた皆様には心よりお見舞い申し上げます。すべ

ての会員は、地域、企業規模、入会歴に関わらず、同じ中小企業家の仲間です。

互いに支えあい、励ましあい、援けあう温かな気持ちで繋がっています。それが

中小企業家同友会の本質とも言えます。まずは自社の存続に共に奮闘し、この難

局を必ず乗り越えましょう。随時情報収集に努め、県理事会、各支部と連携して

会員の皆様と併走していきます。 

静岡県中小企業家同友会 

代表理事 井上 斉 

簑 威頼 

松葉秀介 

静岡県中小企業家同友会 会員の皆様 

------------------------------------ 

復旧・復興ニュース 第３号（9/29） 

------------------------------------ 

互いに支えあい、励ましあい、援けあう 
 

■すべての会員の皆様 県内地域で台風被害を受けた企業の皆様へ 
・何か必要なもの、支援できることはありませんか？ 同友会事務局までご連絡ください。 

 同友会のネットワーク、支部とも連携して少しでもお役に立てるよう努めていきます。 

 まずはご連絡ください。TEL：054-253-6130 FAX：054-255-7620 メール：doyu@szdoyu.gr.jp 
 

■静岡・清水 9/29支援物資最終日 今日も支援の輪が広がる 

一日でも早い復旧にむけて、支えあい、励ましあい、奮闘する会員企業にエールを送る 
・配布最終日の今日 9/29(木)は何とか雨の影響も少なく、静岡支部役員・会員にて、一日も早い復旧・復興を

願い、皆様から届いた支援物資をお渡ししました。支援物資を受け取った会員からは「同友会に入っていてよ

かった」「本当にありがとうございます」「復旧にむけて取り組みます」「社員も感謝しています」と、お言葉が

たくさん返っています。支援物資をご提供頂いた皆様、現地まで届けて頂いた皆様、ご自身の会社・自宅が断

水の中、たくさんの会員のもとに物資を配ってくださった皆様に、心より御礼申し上げます。また、物資支援

にあたり、会員の皆様だけでなく、日本政策金融公庫静岡支店様からも飲料水をはじめ無償提供いただきまし

たことをこの場を借りて御礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３日間ご支援ありがとうございました。本紙で紹介でき 

なかった皆様も本当にありがとうございます。 
 

■早期の復旧、そして復興にむけて 
・行政支援、金融機関支援、他団体の支援など、適宜情報を発信していきます。発信は e.doyu掲

示板などにて行います。 
作成：静岡県中小企業家同友会 事務局長 秋山 

静岡県中小企業家同友会 会員の皆様 

-------------------------- 

復旧・復興ニュース 第２号 

-------------------------- 

互いに支えあい、励ましあい、援けあう 
 

■配布２日目終了 支援の輪が広がる 各支部・会員から支援物資ぞくぞくと届く 
・配布 2 日目の今日 9/28(水)も各支部、会員から物資がぞくぞくと届きました。誠にありがとうございます。 
 

つぎの配布情報 最終日予定：9/29(木)10：00～16：00 

拠点場所：㈱森下商店(静岡支部会員) 静岡市葵区瀬名川3-27-10※駐車場あり 

明日も飲料水、ゴミ袋、衛生用品などの提供を見込んでいます。 

お時間によっては在庫数に変動がありますのでご容赦ください。 

お時間許す限り配布したいと思いますので、静岡支部に限らず、お困りの会員がおられましたら、ぜひご活用

いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

・「互いに支えあい、励ましあい、援けあう」 皆で乗り越えましょう！ 

支援物資と温かな気持ちがたくさん届いています！上記の時間帯に、会員皆様は受け取りにお越しください。 

 

 

ご支援ありがとうございます。ここで紹介できなかった皆様も本当にありがとうご

ざいます。29(木)もたくさんの支援物資が順次、到着予定です！ 
■県内地域で被害を受けた企業の皆様へ 
・何か必要なもの、支援できることはありませんか？ 同友会事務局までご連絡ください。 

 同友会のネットワーク、支部とも連携して少しでもお役に立てるよう努めていきます。 

 まずはご連絡ください。TEL：054-253-6130 FAX：054-255-7620 メール：doyu@szdoyu.gr.jp 

 

作成：静岡県中小企業家同友会 事務局長 秋山 
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一
つ
一
つ
の
単
価
は
小
さ
い
も
の
も
多

く
、
膨
大
な
在
庫
管
理
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
主
要
取
引
先
の
統

廃
合
や
廃
業
な
ど
で
一
気
に
取
引
が
減

少
す
る
苦
難
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
化

に
伴
う
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
ネ
ッ
ト
通

販
の
台
頭
な
ど
、
社
会
環
境
の
変
化
の

影
響
も
あ
っ
て
需
要
の
読
み
も
難
し
く

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
苦
労
の
日
々
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
配
達
や
業
務
の
疲
労
と
そ
う
し
た
ス

ト
レ
ス
か
ら
か
、
深
澤
氏
は
体
調
を
壊

す
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
平
成
25
年
に
は

疲
労
も
ピ
ー
ク
で「
あ
の
頃
が
最
も
悶
々

と
し
た
日
々
で
辛
か
っ
た
」
と
言
い
ま

す
。
そ
の
翌
年
に
は
母
親
の
入
院
と
実

店
舗
閉
店
、
平
成
28
年
に
は
社
長
で
あ

る
父
が
病
で
療
養
す
る
な
ど
、
次
々
と

健
康
や
家
族
の
課
題
が
や
っ
て
き
ま
す
。

同
友
会
に
入
会
「
悩
ん
で
る
の

は
俺
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
！
」

　
そ
ん
な
深
澤
氏
を
見
か
ね
て
、
旧
知

で
あ
っ
た
富
士
宮
支
部
会
員
の
竹
内
昭

八
氏
（
㈱
タ
ケ
ウ
チ
）
や
渡
邉
卓
氏

（
㈱
丸
繁
）
か
ら
「
本
音
で
経
営
を
学

べ
る
会
が
あ
る
」
と
誘
い
を
受
け
て
平

成
29
年
に
同
友
会
に
入
会
。
こ
れ
こ
そ

が
、
１
人
の
人
間
と
し
て
も
、
経
営
者

と
し
て
も
、
人
生
を
大
き
く
変
え
る
分

岐
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
例
会
や
グ
ル
ー
プ
会
な
ど
、
赤
裸
々

に
語
っ
て
く
れ
る
先
輩
や
同
世
代
の
仲

間
と
の
ふ
れ
あ
い
は
良
い
意
味
で
衝
撃

だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
お
酒
が
入
っ
て

も
最
後
は
な
ん
だ
か
ん
だ
で
経
営
の
話

に
な
る
、
そ
ん
な
仲
間
の
熱
さ
に
触
れ

て
「
悩
ん
で
い
た
の
は
、
俺
だ
け
じ
ゃ

な
か
っ
た
！
」
と
心
の
霧
が
晴
れ
、
不

思
議
と
体
調
を
壊
す
こ
と
も
無
く
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。
現
在
で
は
支
部
役
員

も
引
き
受
け
る
ま
で
に
な
り
、
同
友
会

の
学
び
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
１
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

付
加
価
値
の
創
造
を
！

　
前
に
進
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
戻
し

た
深
澤
氏
は
、「
た
だ
の
卸
売
業
で
は

な
く
、
強
み
や
魅
力
あ
ふ
れ
た
独
自

サ
ー
ビ
ス
の
創
造
を
！
」
と
、
改
革
に

取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン

ソ
フ
ト
も
導
入
し
て
一
味
違
う
商
品
提

案
や
外
部
連
携
を
行
っ
た
り
、
利
用
率

の
減
っ
た
倉
庫
を
利
活
用
し
た
新
た
な

取
り
組
み
が
出
来
な
い
か
等
、
模
索
と

㈱大五堂　深沢文具
〒418-0061　富士宮市北町21-10
TEL：0544-27-2317
URL：http://www.fukabun.jp
創業　1910年
社員数　５名
入会年月　2017年５月
事業内容　�文具、事務用品、オフィ

ス家具などの卸売業

会
員
訪
問
記

新
た
な
付
加
価
値
を
つ
く
る
！

人
も
自
分
も
喜
び
を
！

㈱
大
五
堂
　
深
沢
文
具

代
表
取
締
役
　
深
澤 

哲
郎
氏
（
富
士
宮
支
部
）

実
践
の
真
っ
最
中
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
今
年
７
月
に
療
養
中
の

父
か
ら
正
式
に
交
代
し
て
代
表
取
締
役

と
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
施
策
の
実

践
結
果
は
ま
だ
ま
だ
未
知
数
。
し
か
し

不
安
は
あ
れ
ど
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
人
が
喜
び
、
自
ら
も
喜
ぶ
」
を
テ
ー

マ
に
、
経
営
指
針
も
同
友
会
で
見
直
し

な
が
ら
、
深
澤
氏
と
深
沢
文
具
は
毎
日

よ
り
良
く
、
明
る
く
前
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。

取
材
・
記
事
：
田
邉 

元
裕
氏

�

（
㈱
カ
ボ
ス
・
富
士
宮
支
部
）

　
㈱
大
五
堂
深
沢
文
具
は
明
治
43
年
に

富
士
宮
市
西
町
で
創
業
し
た
老
舗
の
文

房
具
卸
販
売
店
で
す
。
深
沢
紙
店
と
し

て
紙
製
品
の
卸
売
・
小
売
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
今
日
に
至
り
ま
す
。

　
深
澤
哲
郎
氏
は
同
社
の
四
代
目
と
し

て
、
昭
和
46
年
に
誕
生
、
大
学
卒
業
後

卸
問
屋
で
修
行
し
た
後
、
平
成
13
年
に

入
社
。
営
業
・
商
談
担
当
と
し
て
取
引

先
、
官
公
庁
に
も
足
し
げ
く
通
い
業
務

に
取
り
組
み
、
２
年
後
に
は
32
歳
で
専

務
に
な
り
ま
し
た
。

需
要
の
変
化
や
大
手
取
引
先
の

統
廃
合
と
健
康
問
題

　
文
房
具
、
紙
類
は
社
会
の
必
需
品
。

ピ
ー
ク
時
は
社
員
を
10
人
以
上
抱
え
て

い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、 深澤 哲郎氏

商品について説明する深澤氏

会社の前にて

経営理念

3

会員さんお邪魔します



　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
や
新
会
員
に
む
け
て
同
友
会
を

知
っ
て
頂
く
機
会
と
し
て
、
ま
た
仲
間
と
の
交
流

の
場
と
し
て
毎
月
開
催
し
て
い
る
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ

ナ
ー
。
９
月
は
会
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
合
わ
せ
て

11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
富
士
宮
市
若
の
宮
町
で

電
気
工
事
業
を
お
こ
な
う
㈱
マ
コ
ト
電
機　

代
表

取
締
役
の
眞
邦
幸
氏
が
登
壇
。
２
０
０
９
年
に
代

表
取
締
役
に
就
任
す
る
も
売
り
上
げ
が
伸
び
ず
に

眠
れ
な
い
日
々
が
続
く
中
、
宇
佐
美
健
介
氏
（
㈱

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
う
さ
み
・
富
士
宮
支
部
）
の
紹
介

で
２
０
１
３
年
に
同
友
会
入
会
。
宇
佐
美
氏
か
ら

誘
わ
れ
て
参
加
し
た
行
事
の
数
々
で
得
た
気
づ
き

が
眞
氏
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
に
静
岡
で
開
催
さ
れ
た
中
同
協
役
員

研
修
会
で
全
国
の
仲
間
に
刺
激
を
受
け
、
経
営
理

念
を
作
成
。
社
員
が
家
族
に
誇
れ
る
会
社
に
す
る

べ
く
、
社
内
制
度
の
見
直
し
や
地
域
貢
献
に
取
り

組
み
、
今
で
は
社
員
か
ら
の
社
内
環
境
の
改
善
提

案
も
増
え
た
と
い
い
ま
す
。
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
「
あ
な
た
の
会
社
の
目
的
は
何
で
す
か
」
を

テ
ー
マ
に
、
参
加
者
の
経
営
理
念
に
つ
い
て
深
め

合
う
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
10
月
28
日
（
金
）
に
赤
堀
芳
太
郎
氏

（
赤
武
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
㈱
・
沼
津
支

部
）
が
報
告
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
知
り
合
い
の

経
営
者
と
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

社
員
が
家
族
に
誇
れ
る
会
社
を

目
指
し
て

～
同
友
会
で
学
び
、
理
念
を
つ
く
っ
て
変
わ
っ
た
！
～

９
月
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー

９
月
30
日（
金
）　
同
友
会
会
議
室
＆
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

　

３
年
ぶ
り
に
リ
ア
ル
開
催
と
な
っ
た
意
見
交
換

会
。
静
岡
県
か
ら
は
増
田
始
己
経
済
産
業
部
長
、

就
業
支
援
局
長
、
商
工
業
局
長
ら
９
名
、
同
友
会

か
ら
は
正
副
代
表
理
事
を
は
じ
め
県
政
策
委
員
、

山
本
義
彦
顧
問
ら
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
井
上
斉
代
表
理
事
か
ら
３
年
ぶ
り
に
対

面
で
の
開
催
へ
の
お
礼
を
述
べ
「
コ
ロ
ナ
禍
３
年

目
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
中
小
企
業
は

様
々
な
行
政
的
、
政
策
的
支
援
の
下
で
な
ん
と
か

切
り
抜
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
今
後
、
コ
ロ

ナ
融
資
の
返
済
が
開
始
す
る
と
、
廃
業
・
倒
産
が

増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
同
友
会
の
会
員

企
業
は
“
中
小
企
業
が
な
け
れ
ば
日
本
経
済
は
成

り
立
た
な
い
”
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
前
向
き
な

中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
増
田

経
済
産
業
部
長
か
ら
は
「
２
０
１
９
年
に
コ
ロ
ナ

禍
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
経
済
産
業
省
が
ま
ず
は
事

業
継
続
を
考
え
、
県
と
し
て
も
制
度
融
資
に
は
じ

ま
り
、
資
金
繰
り
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

複
合
的
な
要
因
に
対
応
し
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な

い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま

た
、
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
取

り
組
み
も
１

０
０
０
件
以

上
に
の
ぼ
り

ま
す
。
県
内

企
業
の
支
援

を
通
じ
て
県

経
済
の
早
期

回
復
に
取
り

組
ん
で
い
き

た
い
で
す
」

県
経
済
産
業
部
と
の
意
見
交
換
会

　

３
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
開
催

　

中
小
企
業
家
の
声
を
県
行
政
に
届
け
る

９
月
７
日（
水
）

と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、

松
下
県
政
策

委
員
長
よ
り

景
況
報
告
の

後
、
青
山
副

代
表
理
事
、

桑
﨑
副
代
表

理
事
の
２
名

よ
り
、
原
材

料
・
仕
入
価

格
の
高
騰
を

テ
ー
マ
に
業

界
動
向
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
友
会
が
提
出
し
た

県
へ
の
政
策
要
望
に
関
す
る
回
答
を
い
た
だ
き
、

意
見
交
換
を
実
施
。
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済
開
始

に
向
け
た
現
状
認
識
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
取
り

組
み
、
人
口
流
出
問
題
へ
の
県
の
取
り
組
み
な
ど

相
互
の
立
場
で
の
関
わ
り
や
情
報
を
共
有
す
る
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
松
葉
代
表
理
事
よ
り
「
景
況
調
査
の
結

果
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
抱

え
る
課
題
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
事
業
の
再
構
築
・
本
業
の
再
定
義
、
企
業

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
井

上
代
表
理
事
か
ら
の
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
最

終
的
に
は
人
の
問
題
に
行
き
着
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
条
例
の
基
本

理
念
に
も
あ
る
横
ぐ
し
を
さ
し
た
関
わ
り
あ
い
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」
と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

眞 邦幸氏

３年ぶりにリアル開催が実現

井上代表理事増田経済産業部長

中小企業家の生の声を届ける
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９
月
２
８
日(

水)

、
財
務
省
東
海
財
務
局
静
岡
財

務
事
務
所
の
後
援
の
も
と
、
本
学
習
会
を
静
岡
県

総
合
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
と

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て
開
催
。
当
日
は
金
融
、
行
政
機
関
含

め
、
総
勢
９
０
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
に
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
森
俊
彦
氏
を
お
招

き
し
ま
し
た
。
森
氏
に
は
昨
年
の
学
習
会
以
降
、
富

士
宮
・
志
太
・
榛
南
支
部
で
も
ご
講
演
い
た
だ
き
、

富
士
宮
・
榛
南
の
２
支
部
で
は
、
実
際
に
ロ
ー
カ
ル

ベ
ン
チ
マ
ー
ク(

以
下
ロ
カ
ベ
ン)

と
経
営
デ
ザ
イ

ン
シ
ー
ト
の
作
成
に
取
り
組
む
「
実
践
道
場
！
森

塾
」
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
簑
威
賴
代
表
理
事
よ
り
主
催
者
あ
い
さ

つ
の
後
、
趣
旨
説
明
と
し
て
穂
坂
勝
彦
政
策
委
員

よ
り
、
中
小
企
業
家
が
条
例
運
動
に
関
わ
る
意
義

や
中
小
企
業
憲
章
制
定
ま
で
の
歴
史
、
県
・
各
市
町

に
制
定
さ
れ
た
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
に
つ
い

て
触
れ
、
企
業
経
営
と
地
域
づ
く
り
が
密
接
に
か

か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

地
域
に
お
け
る
金
融
機
関
の
役
割 

 

冒
頭
、
森
氏
か
ら
台
風
１
５
号
に
よ
り
罹
災
さ

れ
た
皆
様
に
む
け
た
お
見
舞
い
の
言
葉
が
あ
り
、

講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

ま
ず
ふ
れ
た
の
は
金
融
機
関
の
役
割
に
つ
い
て

で
す
。
「
資
金
の
円
滑
な
供
給
を
担
う
金
融
機
関
。

人
の
体
に
例
え
る
と
血
管
で
す
。
血
管
が
目
詰
ま

り
す
る
と
周
辺
の
組
織
は
壊
疽
し
ま
す
。
つ
ま
り

金
融
機
関
の
仲
介
機
能
が
中
小
企
業
経
営
に
直
結

し
ま
す
。
本
日
参
加
の
金
融
機
関
、
行
政
、
支
援
機

関
、
そ
し
て
経
営
者
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
本
日
の
内
容

を
『
即
実
践
』
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
発
展
に
繋
げ

て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。 

続
い
て
森
氏
は
資
金
繰
り
の
重
要
性
に
つ
い
て

「
資
金
繰
り
が
上
手
く
ま
わ
ら
な
い
と
本
業
に
集

中
で
き
ま
せ
ん
。
激
動
の
社
会
変
化
に
適
応
す
る

た
め
に
は
資
金
繰
り
表
作
成
が
重
要
で
す
。
金
融

機
関
の
仲
介
機
能
と
あ
わ
せ
、
企
業
側
の
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
も
重
要
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。 

 

伴
走
支
援
型
融
資
の
実
現
が 

企
業
と
金
融
機
関
の
健
全
性
を
保
つ 

金
融
行
政
方
針
に
は
、
伴
走
型
支
援
に
よ
る
金

融
仲
介
機
能
の
発
揮
に
よ
り
地
域
企
業
の
生
産
性

(

営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー)

の
改
善
を
図
り
、
地
域

経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
森
氏
は
「
伴
走
支
援
型
融
資
と
は
『
事
業
性

評
価
に
基
づ
く
融
資
と
本
業
支
援
』
を
言
い
ま
す
。

未
来
へ
の
事
業
展
開
を
理
解
し
た
う
え
で
の
本
業

支
援
ま
で
含
み
ま
す
。
融
資
だ
け
で
終
わ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
営
者
側
に
と
っ
て
ロ
カ
ベ

ン
と
経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
経
営
指

針
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
通
言
語
と
し
、
金
融
機
関
へ

情
報
を
公
開
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
」
と

話
し
、「
内
閣
府
が
推
進
す
る
経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー

ト
、
経
済
産
業
省

の
ロ
カ
ベ
ン
は

金
融
機
関
と
の

共
通
言
語
と
な

る
ツ
ー
ル
で
す
。

経
営
者
の
皆
さ

ま
か
ら
金
融
機

関
に
働
き
か
け
、

活
用
し
て
ほ
い

い
」
と
言
い
ま
す
。 

さ
ら
に
森
氏

は
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
は
必
ず

必
要
運
転

資
金
が
発

生
し
て
い

ま
す
。
そ

の
中
か
ら

『
正
常
運

転
資
金
』

を
分
け
る

こ
と
が
非

常
に
重
要

で
す
。
必

要
運
転
資

金
に
は
売

掛
金
や
不

良
在
庫
な

ど
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
切
り
分
け
、
正
常
運
転
資

金
に
専
用
当
座
貸
越
を
あ
て
る
こ
と
で
資
金
繰
り

が
改
善
さ
れ
ま
す
。
印
紙
税
な
ど
手
間
・
コ
ス
ト
の

削
減
に
も
繋
が
り
ま
す
。
正
常
運
転
資
金
を
切
り

出
し
、
短
期
継
続
融
資
に
す
る
。
特
に
専
用
当
座
貸

越
は
伴
走
型
支
援
に
よ
る
事
業
性
評
価
融
資
の
効

果
で
す
」
と
話
し
ま
す
。「
金
融
仲
介
機
能
が
発
揮

さ
れ
る
こ
と
で
、
企
業
の
稼
ぐ
力
が
向
上
す
れ
ば

金
融
機
関
の
財
務
改
善
に
も
繋
が
り
ま
す
。
結
果
、

双
方
の
健
全
性
が
保
た
れ
、
地
域
経
済
の
発
展
に

繋
が
り
ま
す
」
と
伴
走
支
援
型
に
よ
る
融
資
に
つ

い
て
伝
え
ま
し
た
。 

 

対
話
を
重
視
し
た
伴
走
支
援
へ 

「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
企
業
と
は
ど
う

い
っ
た
企
業
か
。
そ
れ
は
『
誠
実
・
や
る
気
・
キ
ラ

ッ
と
光
る
も
の
が
あ
る
』
企
業
で
す
。
こ
の
３
条
件

が
あ
る
企
業
に
は
金
融
機
関
も
喜
ん
で
本
業
支
援

の
相
談
に
乗
り
ま
す
」
と
言
い
、「
本
年
３
月
か
ら

は
『
中
小
企
業
伴
走
支
援
モ
デ
ル
の
再
構
築
』
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
経
営
者
の
自
走
化

を
促
す
対
話
を
重
視
し
た
支
援
モ
デ
ル
に
変
わ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
の
が
企
業
と
金

融
機
関
の
共
通
言
語
と
な
る
①
ロ
カ
ベ
ン
②
経
営

デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
③
資
金
繰
り
表
と
な
り
ま
す
。

ロ
カ
ベ
ン
は
今
の
経
営
状
態
を
把
握
す
る
ツ
ー
ル

で
あ
る
と
と
も
に
、
数
値
で
は
見
え
な
い
企
業
価

値
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
経
営
デ
ザ

イ
ン
シ
ー
ト
は
５
年
・
１
０
年
先
の
自
社
の
在
り

方
を
構
想
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
作
成
の

ポ
イ
ン
ト
は
未
来
か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
し
て
考

え
る
こ
と
で
す
」
と
話
し
「
こ
の
２
つ
の
ツ
ー
ル
は

国
が
推
進
し
て
お
り
、
金
融
・
支
援
機
関
と
の
継
続

的
な
関
係
構
築
に
役
立
ち
ま
す
。
経
営
者
は
対
話

の
た
め
に
自
社
の
価
値
を
可
視
化
し
、
積
極
的
に

金
融
・
支
援
機
関
に
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
に
な

り
ま
す
」
と
伝
え
ま
し
た
。 

最
後
に
森
氏
か
ら
新
し
く
金
融
行
政
方
針
に
盛

り
込
ま
れ
た
デ
ジ
タ
ル
化
診
断
事
業
を
紹
介
。「
中

小
企
業
憲
章
、
振
興
基
本
条
例
が
羅
針
盤
と
な
り
、

中
小
企
業
、
金
融
機
関
、
支
援
機
関
の
総
力
を
結
集

し
、
地
域
経
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム(

経
済
的
な
協
調
関

係)

の
好
循
環
の
ル
ー
プ
を
実
現
す
る
国
民
運
動
へ

発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
ま
し
た
。 

講
演
の
後
、
ロ
カ
ベ
ン
・
経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト

を
作
成
す
る
森
塾
に
参
加
し
た
２
名
か
ら
感
想
を

報
告
。
望
月
千
尋
氏(

㈲
小
林
造
園
・
富
士
宮
支
部)

は
「
作
成
す
る
こ
と
で
、
社
員
と
会
社
の
未
来
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
」、
野
川
和
三
氏(

㈱
野
川
商

店
・
榛
南
支
部)

は
「
実
際
に
作
成
を
す
る
と
難
し

い
部
分
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
友
会
の
提
唱
す
る

経
営
指
針
と
方
向
性
が
同
じ
で
あ
り
、
社
長
と
会

社
の
未
来
を
話
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
ま
ず
や

っ
て
み
る
の
が
大
切
だ
と
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し

た
。 参

加
い
た
だ
い
た
行
政
や
金
融
機
関
、
支
援
機

関
と
、
地
域
経
済
発
展
に
必
要
な
「
共
通
言
語
」
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  中小企業発展に尽力される森俊彦氏 

書籍：地域金融の未来 
著者：森俊彦氏 

中
小
企
業
憲
章
・
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
学
習
会 

「
中
小
企
業
経
営
者
の
稼
ぐ
力
と
自
己
変
革
力
の
向
上
に
む
け
て
」 

～
経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト/

デ
ジ
タ
ル
化
の
実
践
活
用-

金
融
機
関
と
の
価
値
共
創-

～ 

講
師 

森 

俊
彦
氏 

（
一
社
）
日
本
金
融
人
材
育
成
協
会
・
会
長 

経営デザインシート 
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第
19
期
経
営
指
針
を
創
る
会　

経
営
理
念
発
表

会
が
９
月
３
日
（
土
）・
４
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
、
受
講
生
８
名
、
ス
タ
ッ
フ
合
せ
て
24
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、
受
講
生
が
経
営
者
と
し
て

の
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
同
期
生
や
ス
タ
ッ
フ
と

本
音
で
語
り
あ
い
「
自
分
は
何
の
た
め
に
経
営
し

て
い
る
の
か
？
」「
自
社
の
強
み
や
弱
み
は
何

か
？
」
を
考
え
る
中
で
生
ま
れ
た
経
営
理
念
を
発

表
し
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
創
る
会
第
10
期
修
了

生
の
小
松
寛
氏

（
㈲
ヤ
マ
カ
水

産
・
沼
津
支

部
）
が
経
営
指

針
の
実
践
を
報

告
し
ま
し
た
。

開
講
し
て
半
年

間
、
自
社
と
向

き
合
い
、
考
え

続
け
た
経
営
理

念
を
発
表
し
た

受
講
生
の
感
想

を
紹
介
し
ま
す
。

感
想
と
今
後
の
目
標

　

９
月
上
旬
、
つ
い
に
経
営
理
念
を
発
表
す
る
時

が
来
ま
し
た
。
私
は
こ
の
２
日
間
の
合
宿
を
通
し

て
客
観
視
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
気
付
き
、
そ
し

て
本
当
の
強
み
と
は
１
番
身
近
に
あ
る
と
学
ぶ
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
合
宿
以
前
、
後
継
者
と
い
う

立
場
の
私
は
変
わ
ら
ぬ
日
々
に
漠
然
と
し
た
焦
燥

感
が
あ
り
、
そ
の
焦
り
が
私
を
盲
目
に
さ
せ
会
社

の
強
み
を
見
出
せ
ず
に
い
ま
し
た
。
強
み
を
見
つ

け
る
為
に
は
「
今
会
社
が
続
い
て
い
る
理
由
は
何

処
に
あ
る
の
か
」
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
何
度

も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で

は
当
然
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
記
入
シ
ー

ト
も
不
満
点
の
改
善
ば
か
り
に
終
始
し
、
強
み
を

伸
ば
そ
う
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う

し
て
迎
え
た
合
宿
１
日
目
、
視
界
が
開
け
る
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
取
扱
品
目
を
必
ず
期

日
に
配
達
す
る
、
つ
ま
り
供
給
責
任
を
果
た
す
と

い
う
事
は
強
み
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
で
し
た
。

他
に
も
様
々
な
角
度
か
ら
ご
指
摘
を
頂
く
中
で

「
あ
た
り
前
が
強
さ
に
な
る
」
事
を
理
解
し
納
得

で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
付
け
焼
き
刃
で
は
あ
り

ま
す
が
「
経
営
者
」
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
や
っ
と
立
て
た
と

思
い
ま
す
。
当
事
者

意
識
を
持
ち
、
残
り

の
回
も
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

�

鈴
木 

達
仁
氏
（
理
仁
薬
品
㈱
・
静
岡
支
部
）

第
19
期
経
営
指
針
を
創
る
会　
経
営
理
念
発
表
会

自
社
を
見
つ
め
直
し
本
音
で
語
り
あ
う

９
月
３
日（
土
）　
大
手
町
会
館（
沼
津
市
）　　

９
月
４
日（
日
）　
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ（
沼
津
市
）

榛
南
支
部
30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

　

地
域
を
牽
引
す
る
経
営
者
団
体
へ
と

　

成
長
し
た
30
年
を
振
り
返
る

９
月
10
日（
土
）

　

９
月
10
日
（
土
）
榛
南
支
部
30
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
が
牧
之
原
市
資
料
館
と
静
波
サ
ー
フ

ス
タ
ジ
ア
ム
ジ
ャ
パ
ン
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
と
会

員
併
せ
て
１
３
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
榛
南
支

部
（
当
時
、
榛
原
支
部
）
は
吉
田
町
、
牧
之
原
市
、

御
前
崎
市
に
拠
点
が
あ
る
会
員
企
業
を
中
心
と
し

て
、
１
９
９
１
年
に
23
名
で
設
立
。
２
０
０
３
年

に
は
会
員
数
１
０
０
名
を
突
破
、
２
０
１
９
年
に

は
最
高
会
勢
１
８
０
名
と
地
域
を
牽
引
す
る
経
営

者
団
体
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

小
塚
辰
巳
支
部
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
参
加

者
に
感
謝
を
述
べ
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
杉
本
基

久
雄
牧
之
原
市
長
、
井
林
辰
憲
衆
議
院
議
員
、
簑

威
賴
静
岡
同
友
会
代
表
理
事
の
３
名
か
ら
の
ご
祝

辞
の
後
、
堀
池
勇
第
12
代
支
部
長
が
歴
代
支
部
長

を
代
表
し
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
牧
之

原
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
田
沼
意

次
を
テ
ー
マ
に

記
念
講
演
が
行

わ
れ
、
歴
史
タ

レ
ン
ト
と
し
て

活
躍
す
る
堀
口

茉
純
氏
が
登
壇
。

優
れ
た
先
見
性

や
創
造
力
、
努
力
で
政
治
の
中
枢
を
担
っ
た
同
氏

の
生
き
方
を
学
び
ま
し
た
。
祝
賀
会
で
は
、
会
歴

や
業
種
、
企
業
規
模
に
関
わ
ら
ず
同
友
会
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祝
賀
会
会
場
と
な
っ
た
静
波
サ
ー
フ
ス

タ
ジ
ア
ム
所
属
の
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
、
三
輪
紘
也

氏
と
佐
藤
李
氏
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
出
席

者
の
皆
さ
ま
か
ら
沢
山
の
協
賛
を
頂
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
後
日
、
協
賛
金
を
小
塚
支
部
長
と
発

起
人
の
内
田
和
也
氏
が
お
渡
し
に
行
き
、
お
二
人

か
ら
は
感
謝
の
言
葉
と
今
後
の
抱
負
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

鈴木 達仁氏

受講生が経営理念を発表

来賓・会員含め100名を越える参加

小塚辰巳榛南支部長堀池勇第12代支部長
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10月
18日（火）

若手社員フォローアップ研修
（9：20　静岡県総合社会福祉会館　シズウェル）

19日（水） 沼津例会（19：00　プラサヴェルデ＆ZOOM）
志太例会
（18：30　藤枝市文化センター＆ZOOM）

20日（木） 第７回人を生かす経営全国交流会inとくしま
（13：00　JRホテルクレメント徳島）
富士例会（19：00　ロゼシアター＆ZOOM）
榛南例会（19：00　牧之原商工会）

21日（金）  第７回人を生かす経営全国交流会inとくしま
（9：00　JRホテルクレメント徳島）

22日（土） 富士宮支部40周年記念式典・記念講演
（13：00　富士宮市民文化会館）

24日（月） 三島例会（19：00　未定）

25日（火） 第９回全県経営フォーラム実行委員会
（19：00　ZOOM）
県例会企画委員会（18：30　ZOOM）

26日（水） 県広報情報化委員会主催勉強会
（19：00　同友会事務局＆ZOOM）

27日（木） 県理事会（15：00　同友会事務局＆ZOOM）
県組織増強委員会
（17：15　同友会事務局＆ZOOM）

28日（金） イントロセミナー
（19：00　同友会事務局＆ZOOM）
第19期経営指針を創る会⑨
（19：00　ペガサート＆ZOOM）

11月
1日（火）

県広報情報化委員会
（19：00　同友会事務局＆ZOOM）

4日（金） 正副代表理事会
（15：00　同友会事務局＆ZOOM）

8日（火） 静岡例会（19：00　ペガサート＆ZOOM）

9日（水） 御殿場例会
（19：00　エピスクエア＆ZOOM）

10日（木） 第19期経営指針を創る会⑩
（19：00　同友会事務局＆ZOOM）
浜松例会
（19：00　ザザシティ浜松中央館
　＆ZOOM）

10月・11月 10月16日㈰～11月15日㈫

新会員のご紹介（敬称略）　会員数�1052 名

氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

増
ます

田
だ

　智
とも

和
かず 増田樹脂化学工業㈱

志太 松葉　秀介プラスチック製品製造業（医療機具部品、食品容器用注ぎ口キャップ、ユニバーサルシャ
ワーフック・箸などプラスチック製品の製造）

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。

　９月15日（木）、16日（金）に神戸ポートピアホテルをメイン会場に中同協主催　第50
回青年経営者全国交流会（以下、青全交）が開催され、静岡から23名が参加しました。参
加した渡辺淳司氏（㈱ウェックス・伊東支部）より感想を頂いたのでご紹介します！

　まだ同友会入会２年目で若輩者の自分ですが、思い切って兵庫県で行われた青全交に参加
しました。全県経営フォーラム実行委員である第４分科会のメンバーが背中を押してくれた
ことがきっかけです。全国から2,200人を超える経営者が集まり、20もの分科会に分かれ
てそれぞれの信念を語り、学び合う場。良き経営者とはこれほどまでに自分を開示するのかと深い衝撃と気
付きを得ました。
　思えば３年前に事業継承して経営者になってから一部の社員とは隔たりを感じていました。どこか表面的
な部分だけを取り繕って、自分を誇張して見せようとしていた部分があったと思います。経験した数多くの
失敗や苦しみは伏せながらも、それでも前へ前へと向かわせる自分が信頼できる存在ではなかったのだと。
　苦しみや弱さも腹の底の底まで見せる、自己開示が自分の必要な一歩です。学んだことは実践あるのみ。
必ず行動に反映して状況を変え、来年広島で開催する青全交にまた参加すると心に誓いました。貴重な機会
を頂いた全県経営フォーラム第４分科会のメンバーに深く感謝します。

第50回青年経営者全国交流会in兵庫　参加者感想
「苦しみや弱さも見せる自己開示が自分の必要な一歩」

《� あなたのスケジュールノートに
� 必要事項をご記入ください 》

渡辺 淳司氏

静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン

2022年
10月
10日
号
　
通
巻
527号

　
定
価
200
円
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